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　民主党政権が掲げた目玉政策「子ども手当」は，
今や野党のみならずテレビや新聞からも「バラマ
キ」と批判され，その代わりに税金を保育所の整
備・拡大に投入して待機児童対策を優先すべきだ
と主張されている。そして，現在の幼稚園と保育
所の制度を廃止して新たに創設する「こども園」
に統合する政府案が具体的に明らかとなるにつれ
て，日本の保育・幼児教育をめぐる議論は大きな
転機を迎えようとしている。
　保育・幼児教育をめぐる議論においてしばしば
好意的に参照されているのが，福祉国家と呼ばれ
るスウェーデンの制度である。しかし，その制度
がつくられた背景や過程が日本に紹介されること
は少ない。本書は，スウェーデンの保育・幼児教
育がどのような意図のもとで制度化され，その過
程でいかなる論争があったのかを要約したブック
レットの日本語版である。原書はスウェーデン教
育文化省（現在は教育省に改組）から 2006 年に
発行されており，著者は 30 年にわたり官僚とし
て保育・幼児教育政策に関わってきた人物である。
　本書の中核をなすのは，保育所／幼稚園それぞ
れの問題を乗り超えて両者の教育的活動の内容を
統合した「プレスクール」をめぐる政策と論争の
歴史である。19 世紀半ばに誕生した貧困層向け
の保育施設と富裕層向けの幼児教育施設は，保育
に対する社会の責任や女性の就業の是非をめぐる
議論のなかでそのあり方が問われ，1975 年に「プ
レスクール」へと統合される。「プレスクール」
の理念は「子どもの養育，保育，保護と質の高い
教育活動とを併せもち」，また「すべての親が家
庭生活と生計労働を両立しうるような条件整備は，
社会が責任をもって行うべきである」とするもの
であった。以降，経済成長と働く母親の増大にと
もない保育所整備が急速に進められるなかで，財
政問題が政策と論争の焦点となる。
　しかし財政問題を抱えるなかでも，「プレスク
ール」は仕事や勉学を続ける親の保育要求に応え
るためだけでなく「子ども自身の権利」を保障す
るために全入にすべきとされ，その原則の達成が
めざされていった。1990 年代以降の経済危機や
景気低迷を受けて実施された，地方自治体による
人員削減，保育料の値上げ，入所基準の厳格化の
ような対策は，市民によるデモの開催などの政治
参加によって改善されていった。そして，ただ全
入をめざすだけでなく，保育の質を維持し向上さ
せていく取り組みもつねに重視されており，幼小
接続および連携の観点から「プレスクール」「基
礎学校（小学校に該当）」「学童保育」の協働体制
が確立されたことや，「プレスクール」向けに「レ
ッジョ・エミリア・アプローチ」を参考にしたカ
リキュラムが作られたことなどに，その取り組み
が具体化されている。
　訳者の太田氏が述べているように，保育政策は
教育，社会保障，労働市場，ジェンダー平等など
が重なりあうものであり，本書は保育・幼児教育
にとどまらず，女性就労，地方分権，市民の社会
参加について考える知見を提供してくれる。また
奥野隆一氏による解説は，本書を手がかりに日本
の保育政策や運動を考えるガイドになっている。
　本書の内容は，財政問題を抱えるスウェーデン
がいかに保育政策を充実させてきたのかを説明す
ることに力点が置かれている。ただ，財政問題へ
の対応については説明が少ないため、財政問題が
深刻な日本において，必ずしも本書はすぐに活用
できる解決策の事例集ではない。しかし「子ども
自身の権利」を保障するという理念とその具体化
は，規制緩和＝最低基準の引き下げによる保育所
や保育ママの拡大をめざそうとしている日本にと
って，きわめて重要な警鐘であるといえる。
　財政再建，規制緩和，子育て支援，縦割り行政，
バラマキなどの言葉が躍る政治ショーや選挙対策
の範疇で語られる「政治のなかの保育」ばかりに
注目が向けられがちな昨今，本書は子育てや教育
に関わる人びとにとって最良の指針となるだろう。
バルバーラ・マルティン =コルピ著，太田美幸訳
?????????
─?????????????????????─?
かもがわ出版 2010年 A5判 136頁 ￥1400（税抜）
矢島毅昌
